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１　はじめに

　『大リーグボール養成ギブス』なる奇怪なツールを身につけている漫画の主人公を、１９７２
年にテレビで見た時が、私とＭＬＢ（Major League Baseball）、いわゆる大リーグとの出
会いであっただろうか。小学校３年生であった当時の私にとって、ＭＬＢは中日球場 *1や
テレビで見る野球とは別世界のものであり、外車や月へ行くロケットと同じように、強さ
や大きさをイメージさせる“外国”そのものであった。
　小学校５年生となった１９７４年のある日、図書室で見つけた『ベーブ・ルース』という
野球選手の伝記を読み、アメリカ合衆国という国で野球が盛んに行われていることや、
ニューヨークヤンキースというチームの存在を知った。野球を通して人々に夢や感動を与
えるベーブ・ルースの生き方に共感しながらも、星野仙一 *2 とベーブ・ルースは別次元の
人物であり、プロ野球選手になることを夢見ていた野球少年の私であっても、当時のＭＬ
Ｂは依然として遠い世界のものであった。
　時は流れ、ＭＬＢと出会ってから３０年が経過した。２１世紀になった今日においても、小
学生の男子にとってプロ野球選手は「なりたい職業第１位」である。*3 しかしながら、一
番人気のある選手は日本プロ野球の選手ではなく、メジャーリーガーの『ＩＣＨＩＲＯ』
である。*4 子ども達はＭＬＢ関連の文房具を使い、ＭＬＢのチーム名が刺繍されたシャツ
を身にまとい、テレビでＭＬＢの試合やニュースを見る。子ども達にとってＭＬＢは、も
はや遠い別世界のものではなく、最も関心が高い身近なものになってきているのである。
その傾向は、日本球界の至宝と言われた『ＧＯＤＺＩＬＬＡ・ＭＡＴＳＵＩ』のＭＬＢへ
の移籍で、ますます加速されるであろう ｡
　また、子ども達にとってアメリカ合衆国は「海外で一番好きな国」である。*5 アメリカ
合衆国という興味ある対象を、ＭＬＢという興味深い題材を通して追究する総合的な学習
の時間は、子ども達にとって、とても楽しい学習となるであろう。アメリカ文化の象徴と
も言えるＭＬＢは、アメリカ合衆国を理解する上では、またとない好材である ｡そこで獲
得した知識や国際感覚は、異なる文化を背景とした人々との共同作業や協働活動など、グ
ローバルパートナーシップ助長の場に生かされていくであろう。
　そこで今回、「ＭＬＢを題材にした米国理解
教育」を個人研究テーマとし、アンケート調査
を行ってＭＬＢに関する小学校６年生児童の意
識を把握すると同時に、渡航前にＭＬＢに関す
る資料や情報を収集した。
　さらにアメリカ合衆国滞在中、ＭＬＢの試合
を、シカゴ、ミネアポリス、サンフランシスコ、
ロサンゼルスの４都市で計５試合観戦し、アメ
リカ合衆国理解の学習活動を行う上で有効な、
ＭＬＢに関する題材をいくつか集めようと考え
た。ここで、その一部を紹介したい。
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